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タコー-)レ年譜
(西武芙情館編)

1861'手
5月7日，カルカッタのジョラシャンコ邸に生

まれる。父デベン ドロナト44歳，母、ンャロダ ・

デピ37歳。14番目の子で第8!i:目。ロ ビン ドロナ
トと命名され，略してロピと呼ばれた。
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グゴ ル生家(現タゴ Fレ大学)

父デベンドロナト æ~ヤロダ ・デヒ

1864年一一3歳
12月， 次兄 ショッテン ドロナト (1842-1923)
最初のインド高等文官として，イギリスより帰， 
国。

1868年一一7歳
オリエンタノレ ・セミナリ学校に入学。後にノノレ

マ-;レスクーJレ。

1869年一一8躍
詩を書きはじめる。

1871年一一10波
ベンガJレ・アカデミ ー というピリンギ校に入

学。勉強には不熱心であった。

l8i2年 日歳

ガンジスi'J畔のパェρ ティに家族で住む。

その恕いi品は持il!'朝の歌』に見られる。
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タゴ ル(左縞}と七見ショメンドロナト(右鑓}

トンに滞在。最初の詩鼠iを書く(原稿は散逸〉。
商ヒマラヤに向かい，アムリッツアノレに1カ月

滞在， ヒマラヤのダルハウシーに2カ月を過す。

サンスクリット語，英語，占星術を学ぶ。

6月，カノレカッタに戻り，ベンガJレ アカデミ

ーに通う。

1874年一一13歳
虫ザピエJレ学校に兄弟とともに入学するが，成

果あがらず，長兄や家庭教師が教える。最初の

長詩「願望Jが，家族で出していた雑誌 rトッ

トボディニ諾」に発表印刷される。脚注に r12

歳の少年の作」とだけ記されていた。

1875年 14歳
2月，ヒンドゥー ・メラの年祭で詐朗読。

タゴールO4liI:)

1873年一一12般 3月初日，母シャロダ ・デピ没。
2月，カノレカツタで父の主宰でロピを含めて3 玉兄ジョティリンドロナトの戯曲のため r燃

人の聖紐式。父と旅行，はじめてシャンティエケ えよ燃えよ 火葬の薪よ」という詩を合く。

文学雑，ltrギャナンクノレオプロティピンポ」

に長沼物語持「森の花Jを連載。

ラジナラヨン ポシュとジョティリ ンドロナ ト

が創立した「復活会」という駆街結社に参加。

1876牛ー15誼

聖ザピヱル校で進級できず，学校へ行くことを

やめる。

ジョティリンドロナトとベンプfノレ北東部の一族

の領地シライドホ旅行。

1877年一一回復
1月，イギリスはずィクトリア女王をインド弘

帝とすることをデリーで発表。

ヒンドゥー ・メラでこれに対する諸制長持を朗

読。

7月a 長兄ディジエンドロナトを編集長とする

文芸月刊誌 rパロテイ』刊行。ロピの憾々な作

品一一致，物語，散文が発表される。最初の短

篇小説「乞食女j，未完の小説「憐みj，rパヌ

シンホの詞華集」など。

1878年一一17窟

1-4月 わミロテイ」誌に「詩人の話」を発表。

シコツテンドロナトが地方事'1'1>をしていたアー

メタ.バードに赴きギH カ)j滞街。イギリ スwf学
に備えて英語を学ぶ。ヨーロッパ文学を英担?で

読む。 r，ぐロティょ誌に f英国人と英文学J，

fペトラJレカとラウラj，rダンテとその詩j，rゲ

ーテJなどを寄稿。初めて自分の歌のために作

曲する。

英語をIsくためにボンベイの次兄の友人の医師

の家に行き，イギリス帰りの同家の令嬢の指唱

で2カ月を過す。

9月20日，兄とともにボンベイからイギリスへ

旅立ち，凡の家族が住むプライトンの学校に入

英国留学t併の
タゴル(Jii'l)



学。英国社会生荷と親詫jな関係始まる。 秋，兄とゲージリンに旅行。詩 「木盆」 を書く 。

1879年一一18歳 1883年一一22歳

ロンドンに移り， リージェント公闘に薗した下 5 -6月，インド南西海岸カールローノレにシヨ

仰で}人悲し，荻窪教師にラテン間を学ぶ。ロ ッテンドロナ トと 2カ月過す。詩劇「自然の復

ンドン大学で4カ月受講。議会でグラッ ドスト 当」。

ンやジョン ・ブライ トによるアイルランド自治 詩集 F申jの国;.

11リ組についての熱弁を聞く。 12月9日，ベニマ ドプ ・ライチョウドリの娘ム

英国体験の手紙，論文をrパロティ』誌に送る。 リナリニ(11歳〉と結婚。

長titHN持「破れた心」に若手、 一一一 ---

1880年一一19歳

2 })，兄とその家族とともに抑図。

ジョティリンドロナトのオペラ 「符P向き女J
のために歌をつくる。

「蘇の花J刊行

1881年一一20最

初めての音楽車J'ーパノレミキの天才」。自らパノレ
ミキを演じた。
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1884年一一23最

港野鍛当時の
タゴール夫妻

4月19日，ジョティリンドロナトの安，カドン

ポトデピの突然の死。深い悲しみに打たれる。

1887年四歳

実，娘，従兄弟，従姉妹をつれてダージリンへ

行く。テェソンE プラウエングなどを読む。

1888年一一27歳

マグ然のため13の歌をつくる。

10月，シャンティエケトン ・アシュラム(修業

退場〕語1)立。

11月27日，長男ロテイン ドロナ ト誕生。

1889年 四歳

4月，兄の勤務地ショラプルに住む。盤部詩の

戯曲「王と王妃」を:1Fく。
5月，プーナのカノレカル教授の家に住む。

11月，家族と ともにシライドホに小舟で行く。

長女ペラ，
長男ロティと共に

6月5日，三兄へメンドロナト没。 1890年 四歳

， 
パルミキ会演じる
タゴール

4月， カノレカッタのメディカノレ ・カレッジ・ホ

ールで初の公開講演。

4月初日，再度イギリスへ向けて旅立つが，途

中，同行者の意見が変D，月末カ Jレカッタに戻
る。ムスーリーに父を訪ねたあと， 五兄ととも

にガンジス河畔の知人の別荘に滞在。カルカッ

タに:WD.持Jf!1rタベの歌』に収められたいく
つかの持を作る。

1882年畑一-21歳

7月， プロモトナト・ポシュの結姉式に列席L

たベンガJレ文学の泰斗ポンキムチョンドロが，

Fタベの司XJを激賞する。
ショドルiiliりの家にジョテイリンドロナトの家

族と住む。ここでのある日，盤的体験をL-，詩

「流の自党め」がおかれる。

9月，父の命でプラフモ ・ショマジュ〔焚協会〕

の事務局長となる。

1885年一一24歳

1月，カノレカッ タのシティカレシジ・ホ-1レで

宗教社会改革者ラムモホン・ライについて演

説。

4月，長兄の葉編集の児童向き月刊誌rパロク』
発刊。尖務はロビンドロナトが担当，童話，

詐，物JIL戯曲，小説など種々の表現形式で毎
月読み物を用意する。

12月，ボンベイで第1回インド国民会議。

1886年一一2S歳

4月 .パロク』誌をやめて Fパロテイ』と合

Df。
10月25日，長女マドクリロタ(愛称ベラ〕誕生。

12月，カルカッタで第2回国民会議。 、、われら

今日，母の呼び戸に集え !)"という歌をつくる。

詩集 r長調と短調』

8月，ショッテンドロナトらと第2回目のイギ

リス旅行，イタリー，フランスへも行く。出来

たばかりのエッフェノレ府に上る， 11月3日帰

国。 ， ~ 
詩集「心の女.，無市n~:守の戯曲「犠牲」。

12月7日，シャンティニケトンのプラフモ堂の

法磁作D，ディジエンドロナトが祈D，ロビン

ドロナ 卜が歌を歌う。

1891年 30歳

1月，汰女レヌカ(愛称ラニ〉誕生。

6 -8月，北ベンガノレ，オリッサを旅する。

12)')， .バロテイA誌に代って新しい月刊文芸

誌 FシャドナJを刊行。多くの作品が載る。

12月22日，シャンテイエケトンにガラスの祈P

盆創立，カルカッタから多くの人々が集う。

1892年一-31蔵

地主の仕事でシライドホにたびたび行く。

9月，戯曲「チットランゴダ.J (12月にエメラ
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デベンドロナトの法要でジョラソヤJコ邸にII!うタゴ←ル 篠

1906年 45歳
カノレカッタの政治的興宿からはなれ，ポノレプ

ノレ，シライドホで過す。 rポンゴドルション』

誌編集長をやめる。

4月，長男ロテインドロナト，決業 ・牧高修学

のためアメリカに向かう。ベンガル文学協会で

議長に選tiIさ札る。

8月15日， IT1~教育協議会設立(会長オロピン

ド・ゴシュ)， liir日，国民教育についてタウ y
ホ-/レでJlytr~a

12月，カルカッタで22回の国民会議。ス ヲラジ

運動表明される。 r平和 ・吉祥 ・不二」という

題で演説。

詩集 r渡し舟』

1907年一-46段

， 

スワラJ運動
当符のタゴール

同氏教yf協議会の求めに応じて，文学の諸原則

に関する有名な連続講演を行う。これをまとめ

て「文学」としたほか，1司名の「文学J，r古代

文学J，r現代文学J，r民衆文学Jを著す。

6 JI 6日，三女ミラ結婚。娘姉を農業学習のた
めアメリカに派遣。

8月，唯一の長鏑小説 「ゴーラ」の最初の稿が

Fプロパシ』誌に載る。

政治非で急進的傾向が強まり，ヒンドゥー，イ

スラムの対立的傾向が見えはじめる。タゴーノレ

は政治の前線から身を退く。各方面から非難が

浴びせられる。 r病気とf台I.l1Jなどで自分の意
見を述ベる。

笑劇「冗談J，諸制劇「からかいお

11)]，次男(末息子)ショミンドロナト，コレ

ラで急死(13歳〉。

1908年 47歳

2月，ベンガノレ州大会で議長，はじめてベンガ

ル踏で行わ札た。

5月，カノレカッタのチョイトンノ図む館で r道

と旅の費用Jを読み，自分の立場を明らかにする。

東西の融合についての論文「東洋と西洋」。

12月から翌年4月末まで，γャンティニケトン

の祈t>Ztで毎朝膜想L.，連続的に宗教講話をす

る。

学協の生徒たちのための季節劇「秋祭 tJJ，同

名の物簡を劇曲化した「王冠J。

1909年ー-48歳

1月，長女の妨がイギリス留学から戻る。

Fギタンジョリ』の詩が作られる。

9 Jl，長男ロテインドロナト，アメリカから帰

国，彼を辿れて領地を見廻る。

戯1111r版界」

1910年 49歳

1月，長Y;ロテインドロナト，プロティマと結
婚。

5月8日，シャンティニケトンで詩人の誕生祭

が行われる。職口たちによる「嫡罪Jの上演。

8月，詩集 Fギタンジョリ』刊行。

10月，シャンティニケトンで2回目の「版界」

上出。

代表的象徴由IJr王」

1911年 拍車

1月，カルカッタのオポエンドロナトの家をイ

ギリスの画家ウィリアム ローセンスタイ yと

ドイツの哲学者へノレマン ・カイザーリングが訪

ねる〈タゴールがヨーロァパで名をなす端緒〕。

2 月 ~，与が英訳 され， “Modern Review"誌3

月号に発表。

5月8日， シャンテイエケトンで50回自の誕生

日が祝われ，オジトクマノレ ・チョァクロポノレテ

ィのl'fいた「ロビンドロナトJが読まれる(タ

ゴール伝の最初の名著)。夕方，戯曲「王」が上

前される。

10月，ヒンドゥ一大学創設の提終について演説。

l轟L

4 
¥vローセJスタインらと共に

秩，外国訪問の計画をするが災現せず。国民会

議で，タゴーJレ作詞J1戸1111の「人々みなの心JCジ

ヨノゴノモノ〉が歌われる(次第に民族歌的共

感を符て，独立後のインド悶歌となる〉。

1912年一一51歳

l月28日，ベンガJレ文学協会の主催で市民ホー

ルでタゴールの誕生祝祭。

2月3日，ベンガル文学協会の学生会日および

タゴール委n会の会11たちによる歓迎会。
3月，イギリス旅行が具体化するが，病気のた

め中止。シライドホで自作の英訳をする。

5月27日，ボンベイから出帆，長男夫妻も同行。

6月16日ロンドン者。ローセンスタインに 「ギ

タンジョ y，の英海草稿を渡す。
同月30日，ローセンスタインの家で多くの文学

者ーたちのJiijでイヱーツが朗読し，人々は感動す

る。その中に若きエズラ ・パウンドもいた。7

月12日，インド協会で歓迎会。， 

-、
W.Bイエーツ エズラバウンド

イギリスに4ヵ月滞在して，10月28日にアメリ

カへ。 19均年4月14日にイギ日スに戻るまでの

約6カ月，いくつかの重要な思想上の講演 (翌

年 r生の実現』として刊行〉。

11月，ロ ンドンのインド協会から Fギータンジ

ヤリ.C英語表記〉をイエーツの序文をつけて

750部出版。

12月"ポエトリ」誌に rギータンジャリ」の6



nが掲載され，アメリカでもタゴールの持が知
られるようになる。

象徴瑚'I'郵便局J，"風刺劇「不動城J

1913年一-52歳

1月，シカゴに赴き 「イ ンド古代文明の思想」

と「悲の問題」について説演。ロチェスターで

の「宗教の自自主義者会議」に出席，民放の

争い」について講演。ハーバード大学で連続講~Yî。

4月， ロンドンに戻る。カクストン・ホーノレで

連続講演。，郵便ん，jJがアイワッシュ劇場で上

演される。
チ Y ト ラ

詩集 r品~T.i]， (i'新月"，戯曲 r絵のような女』

の3冊がこの年翻訳出版される。

9月4日， リパプール出帆，10月4日ボンベイ

に戻る。

シャンティニケトン滞在中の口月 1313，ノーベ

ノレ文学賞受賞のニュースが入る。 2313，特別列

車でぬO人もの人がシャンテイニケトンに来て

敬意を表するが，人々の祝辞に対して姉烈な部

ノーベル賞受賞を祝ってyャンティニケト〆に集まった人々

辞を述ベる。 ， 
12月26日，カノレカッタ大学から文学博士の称号。

1914年一一一53抜

1月24日，下町階級と上層階級」という講演

をアディ プランモ協会で行い，差別批判。

1月初日，スウェーデンからJiliいたノーベノレJt
をベンガル知事が授与。

3月，南アフリカからイギリスの立教抑W.¥V 

ノンドラルポゾユ

ピアスンがシャンティニケトンの紘一liIこJJIIわる。

4月14日，シャンティニケトンから 1マイル離

れたシュルル村の新居に移る。

4)]， C. F アンドルーズ，ノンドナル ポシ

ュを迎える。

5月8日の誕生日に「不動城Jの上告4，詩人は

師の役を演ずる。

7月，第 i次世界大戦勃発。

8月5日，祈り訟で平和の祈りをこめた講演。

F私を殺さないで」。

11}J，ガンジーの南アフリカのフェエックス午

校の教師，生徒がシャンティニケトンに滞在。

説集 F歌の花環"， .音持a

1915年一-54歳

1月13日，カルカッタで父の年忌とマグ月祭の

祈リをする。

2月17s，ガンジーが再Iアフリカからイギリス
経由で帰国，シャンティニケトンを初めて訪れる。

3月10日，ガンジーのぷ舞によって学協の生徒

たちは自律的な規則を受け入れる。

3月20日，ベンガノレ州知事カーマイケル卿がシ

ャンテイニケトンを見学。

6月3ß ，イギリス1l~帝の託生日に Sir の称号

を受ける。

9 JJ，カノレカッタでラムモハン ラィについて

講演。

10月，家族とカシミール旅行。

ンェイクスピア 3∞年祭に誌を作り， 11月29日

に英訳をつけて発表。

1916年 日最

1月30s，ジヲランヤンコの家で飢餓救済のた

め切符を売って季節鼠IJr春のめぐり Jを上演。

2月，北ヘンガノレの領地でコレラの羽耳躍を鋲め

る努力。領地の巾の村部発展の{上司令再びはじまる。

3fJ，プレγデンシィ ・カレッジの紛争につい

て「学生自治」を発表，弾圧に抗議。

4月，アメリカ講演旅行の招待。

5月3日， ピアスン，アンドJレーズ，ムクノレ・

チヨンドロ・ディとともにカルカッタから日本

船土佐丸で出発。船上で詩集 f波り朔ぷ臼工;，.n

完成。 rアスンに捧げる。
5月29日，神戸港計。6月 1"，天王寺公凶公会

訟で「円i皮と日本J を誕百{。村上，~ffi，神戸Y

MCAでタゴーノレに会い， I"i:..を描き声古める。
6月5日，東京へ移り大観邸に宿泊。日本尖iA'r

上野寛水寺での膨;迎会(1916年6月}

14~横浜へ移り ， JJ~'bI太郎の三Øi図や箱校の別

"に過す。 7)]3日，慶応義塾で「日本の精神J

を講演。 8月，天心ゆかりの茨城県主主Iiに行く。

茨城県五浦tこで

9月2H，棋浜港からアメリカに向う。

9月18日， ソアトル荘。太平洋芹ーから太西洋岸

まで多くの都市で講演。日米での講演は F国家

主義ふ r人格論Jの2巻の論文集となって翌年
に出版。クリ ープランドのシェイクスピア庭問

で描樹祭。

小説 r家と世界"， .チョトウロンゴ』

1917年一~56歳

アメリカからの帰途，2JJ3A，横浜港.1"1。京

都 ・奈良を遊覧して 9fJ，神戸からイ ンドへI(I}

かう。

3月17日， カノレカッタlこMる。

自治述Jillの指導者アニ ・ベズントがイギリス政

府に逮捕される。

8月411 ，ヲムモホンr~l:g館で「主の思し召し

のままの行為」の講演で入額的立場からベズン

ト釈放を求める。

8月1111，アノレフレッド出l秘の集会で，愛国詩

「国々を歓喜させ」を欧う。

9月5日，自IUを得たベズントがタゴールに会

院でJJ任説話会および「ピチットラ美術守校イ う。

ンド問j民」を開催。 IIS，東京帝大で「円本に
対するインドの使命」を講演。12日，能を鑑)'t，

本れの第33回国民会議の大会初日に，長持「イ

ンドの祈日」を朗読。



1918年一一日曜

5)113日，長kベラ没。

IO)J. シャンティニケトンの学校を各州1mの文
化研究の中心とする決窓を表明，ピジショ ・パ

ロティ大学を椛;1llo
12月，カースト相互IlU結締法を支持して公開3
n百をぜ?く。

グル

百年集 r逃亡ふ戯曲「心の師」
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4月13日，パンジャープ州アムリツアルで，ロ

ーラット法反対運動に対する市民虐殺事件が起
ー司

ι句。

インド総督チェルムスファドに宛てて占簡を出

し， Sirの称号ーを返還する (5月29日付〉。翌日

とれを公表。

6月26日，ロマン・ロランの提唱した「精神独

立の宣言Jに賛同町署名をする。

7 )1. "'1到に学術部を開く，サンスクリット学
者ピドゥシェコノレ ・ポッタチヤノレジョが長にな

る。

学l却での芸術教育が本絡化。ノンドラル ・ポシ

学1mの芸術
教育風景

ュが参加，芸術学部(コラ ・ポポン〉が創設さ

れ，民衆音楽や舞踊が教えられる。

1920年一一59歳五I33引R
FNtw 

; liJ.ピッショ パロティ創設のため多忙。

1918年5F!8日荒井宜剤、l年半のインド滞在を鈴えて係国の
陪タゴールから贈られた鰹{荒井家所蔵).
「荒井克方氏へ/愛する/友よ/ある日，越は客人のように/
払の都溢に来たった/今日.越は，別れのと与に/紅、の七、の内
奥iこ来た。ベ ムノガル~ 1 325iドボイ ν4 ツ矢内田日 ロピンドロナ
トタゴール，1談実和男駅)

1919年一一58謹

1月5日 3月16日，南イ ンドに旅行。3月10-

12日，ア-'/イルのへズント夫人創立の国民大

EjfLで3つの講演。

4月，非殺生..1'協力五E動の危険はどこかにつ
いてガンジーに公開討術。

3月29日 5月3日，西インド旅行。

4 JI 2日，ク・ジャラート文学大会の議長として

出i説，ガンジーと交歓。

5月 813. カノレカッタで59回目の誕生祭の後，

外国旅行の準備。

5月15日，ボンベイから長男夫妻とヨーロッパ

へIti]かう。 6月5日，イギリス到Iff。
7)1 9日， ラムモホン・ライの誌に花輪を捧げる。

8月6日，パリへ。哲学者アンリ・ベルク":/ン，

凶秀作家ノアイユ夫人らを知る。

9月19日，オランダへ。アムステノレダム， ロッ

テノレダム， ノ、-~'. ライデン，ユトレヒトなど

で講演。ベルギーのプリユジセルで講演，パリ

iこ}必り. 10月 1s.ロンドンに。さらにアメリ
カにI向かう。

10月29日，ニューヨーク訴。 11月1013. プルッ

クリンで「東洋と西洋の出会い」を2枠制i。フィ

ラデノレフィアなどでも講演。

戯曲「見えない宝石J(r王」の節約化〉

1921年一一60蹴

1月 4日，へレン ・ケラーと会う。ハーバード

などいくつかの大学で講演。 2月1日，シカゴ。

テキサスで15日間!の講話i旅行。このアメリカ滞

在中に，コーネル大学農学部の学生であったイ

ギリス人エノレムハース卜を知る〈翌年，エノレム

ノ、ーストは，スリ ニケトン農村再建のために来

ドIJ.指導にあたることになる〉。

3 )124日，イギリスに戻る。 4月16日，初めて飛

行機でパリへ。ロマン ・ロラン，社会学者パト

リック ・ゲリスと会う。ギメ博物館で「イン ド

の民族宗教Jを講演。 4月27日，ストラスプー

Jレで「森のメシセーンJ.ついでジュネ ずの

Jレソー研究所で教育に関する講演。

5月， ドイツの文学者，哲学者たちから，大学

のために多数のドイツ語の本を誕生祝いの手紙

とともに贈られる。

5月12日，ダノレム γュタットの113友カイザーリ

ングと会う。 20日，ハンプルグで講演。英米特

にイギリスでの冷淡さ (5irの称号返還のため〉

にくらべて，敗戦国ドイツでのタゴール歓迎は

デンマクにて

典'?i~'なほどであった。

5月21日，デンマーク。 2313，コベンハーゲン

大学で講談。

5月29日一 6月4日，ベルリン。 2日. 3日ベ

ルリン大学でt再出。 5日， ミュンヘンで トーマ

ス・マンらと会う。 7日，ミュンヘン大学で排

出i。講演料と印税2万6千マルクを戦禍に苦し

んだ子どものために寄附する。

このあと，フランクフルト，ウィーン江どで講

演，チェコのプラーグに数日滞在。

7月 1日，フランスからインドに向かい.16日

ポンヘイ着。

ガンンーによる非協力運動の様相を憂慮して

rModern Review J誌や講棋で批判したため，

国内で非難を浴びる。ガンジーも rYoung10-



チェコスロ"キアにて

ガ〆ジーと共に

diaj誌で反論。

9月6日，ガンジー，カルカッタを訪れ，ジョ

ラシャンコで会談，ピアスンが立合う。

9月26日，ピアスン5年振りで学閣に戻る。翌

日にはエルムハーストが来る。

11月10日，フランスの仏教学者シルヴァン ・レ

スリエケトンの島村再建都

ヴィが夫人l己l伴で来印。 li~初の埴:)1教授となる 。

12月23日，ピッシ ョ・パロティが正式に開校。

戯曲 rWt!Jの返済J(r秩然り」の改作〉

1922年一-61歳

l 月，文明批判的1 守~'rifl()性格の強い戯 1111 r自

由の流(Uを完成。

J可6日，スリエケトンの農村再ijt部創設開始。

エルムハーストが最初の長となる。創立の資金

はアメリカから。

2月17日，モリエール生涯3∞年祭を開き，講

話証する。

9月17-18日，カルカッタの舞台で「秋祭り J

の上演。タゴーノレも出演する。

9月，西インドから南インドへ旅行，ボンベイ，

プーす ，マドラスなど。最後にスリランカに波

9，約1カ月。帰路，12月10日，アーメダパー

ドのサーパルマティーにガンジーのアシュラム

を訪ね陣i!ii(この時，ガンジーは掠中にあっ
た入

この年~比例の外向人教授・職只はピアスン，
アンドルーズ，ヱノレムハーストの他，レヴィ夫

妻，オーストリア人の人類学者ヴインターエッ

ツとその弟子のチェコ人レズエー，芸術家のs
クラムリシュ，ユダヤ女性の児童教育家S.フ

ラウン，イスラム.¥l'のロシア人L ポグナノフ，

言語学者M コリンズなどで早くも国際色盟か

jこえ与る。

詩集 r!9Jな子ポラナト」

1923年一一日放

1月9日，次兄ショッテンドロナト没。

ベンガJレ総督リットン卿が学闘を見学に*るが

非協力教授たちが歓迎会欠席。

2月22J]， '1干二楽劇 r1'J。ノズルル・イスラムに
絡げる(ノズルルは当時獄中〕。

3月，北インド，西インド旅行。

4月14日，ロトン ・タタ卿から得た資金で容u
教授たちのゲストハウスの礎石を作る(現在の

ロトン・クティ〉。

4月から季刊誌 rゲィシzヴァ ・パーラティ・

クオータリー」を出す。

4月26日，ア ッサム地方シロンへ2カ月の旅。

この地で後の戯曲「赤い爽竹桃Jの草案。

9月30日，イタリ ーで列車事故のためピアスン

死亡の報が届く。

1924年一一日旗

1月，スリニケトンで日本人笠原金次郎が作っ

たパニヤンの樹の上の木の家に住む(笠原は農

闘，家具科科長として一生そこで奉仕する〉。

2月 6FI，スリニケ トンで市が聞かれる。

3 J1 1司 3H，カルカッタ大学で文学に|到する

3つの消滅。

中|札北京の講演委n会の拐事.;で，キティ・モ
ホン ・シェン，ノンドラノレ・ポシュ，エJレムハ

ースト，カリダス ・ナグと共にWje。ラングー

ン，ベナン，クワラルンプールを経て4月10日

香港析。広東から~W命政府首班の孫文から招待

と歓迎のパ裁を得るが，時nu不足で実現せず。
上海， i史日で講演。 17日上海に戻り，日本人た
ちの会で11本の'市1'"主義と西洋の行き過ぎた物
質主義を卦難。

南京を経て23日北京到者。移しい人々による而l

代非同lの歓迎にイギリスのジャーナリズムが驚
く。アングロ・アメリカン協会や学生の会で演

説。

5月8nには北京で誕生祝賀会。北京で4つの
"井面t" 20日北京を去る。

5月30日，上海から2何日の日本への旅。

5Jl311J，長崎将。別府に滞在，品1岡，下関，

神戸，大阪，奈良，京都を経て 7日東京へ。東

京駅で大歓迎。

各ifrでJ持前， fI本の伝統文化に敬意を払うと同

時に，西洋帝国主J出模倣を批判l..，賛否両論が

-C 2&哩軍

上梅から上海丸で畏崎に到普，キティ・モホン・Y.ン，カリダス
ナグ.ノンドラルポY'と。

ラシピハリ・ポν>，中村lJl.の栂[)!¥夫妻と共に



起こる。

亡命インド人革命家ラシピハリポンュと会う。

6)j 11日， N'戸から日本を去り 7月21Aイン
ドに知る。

8月 9月はシャンティ エケトンで主に過-/-，

9月，この旅の結集として，アジア統ーの理想

J'.i:艇のためアジア協会が組織される。

ベノレー共和問から独立 l∞年祭に招開を受け，

コロンポを 9Jl18f1出帆，マルセイユ，パリを

経て!o月18日，ヨーロッパ111帆， 3週間lの船旅。

rタベのメロディー』となる詩を作る.病いを

符て，アルゼンチンのプヱノスアイレスに上陸，

ベル一行きを断念。

1926年 日間

l月， ラクノウでの全インド苦楽大会に出席。

18日，長兄ディジエンドロナトのE卜報届く (86歳入
3月911， フォノレミ}チ教授の送別会。

4月，シャンテイニケトンで講演。

5J17p，65歳の誕生日にさまざまな闘のしか

ウィーンから，パヲ経由でロンドンへ。ローセ

ンスタイン，エノレムハーストらに会う。周~~IJ家

ジエイコプ・エプスタインが詩人の除をつくる。

イギリスに3週間滞在して，ノルウェーへ。ス

カンジナヴ年ア諸国を廻る。

アインシュタインと共に

9月9日， ドイツ，ハンプJレグで:i~hJ賞。 ドイツ

の各都市を廻り，ヒンデンフツレク大統領に会い，

アインシュタインと角i己になる。とこで，ムッ

イタリアにて y リーエとその体ll~J に反対する手紙を:;!}き，

るべき人々の祝術を科る。夕方，即興的に出来 「マンチェスター・ガーディアン」紙に載せる。

た戯曲 「踊日干の礼拘」を上演。 プラハ，ウィーン，プダペスト，ベオグラード，

サ〆ーイ~-ドロのヴイクトリア ー オカ〆オ?邸にて

ヴィクトリア・オカンポの邸宅に滞在して休息

する。ここで rタベのメロディー(プロピ).の

多くの詩が作られ，翌年この詩集がこの婦人に

、、ピジョイ" (ずィクトリアに相当する焚語〕

の名で持げられる。

12月30日，アルゼンチン大統領と会う。
， 

¥925年一一64歳

i月4日，アFレゼンチンを出rWi， 21日イタリア

のジェノパに。ミラノで音楽!こついての講演。

29日からずェエスに数日滞在。

2月17日，インドに)ぷる。

3月4日，五兄ジョティリンドロナト没。

5月29日，ガンジーがγ ャンテイニケトンを訪

tもる。

!o月 5fI，ロ マン ロラン同歳誕生記念の本の

ために執f官。

5月12日，フオルミーチ教授の招待を受け， 15 

日ボンベイからイタリアに向かう。

5月30日，ナポリ荘。 6月7日，ローマ政府招

待の市民集会で歓迎。 8日，芸術に関する講演，
ムッソリーニはじめ有名人が出席。 II日，皇帝

イマヌエノレ三世に潟見。 13FI，ムッソリ ーニと

インタヴュー。15日，たっての望みで拘禁中の

哲学者ベネデット ・ク ローチェに会う。フィレ

ンツェ， トウリンでt釦由。

11月21日，イタ リアの東洋学者カルロ ・フォル ロマン・ロラ〆と共に

ミーチとヅュゼッベ・ト γチが客n教授として 6月21日ー7月8日，スイスのずィルヌーグに。

イタリア諮の多くの本とともに来る。 ロマン ・ロランの住肘近くのパイロン ・ホテノレ

12月19日，第I悶インド哲学会の議長として講 に滞在。毎日のようにロランが訪れて語り合い

滅。 M日，ピッシ ョ・パロティ創立記念日に講 多くの有織者と会う。

_， 7月!o日，ウィーンに。イタリア人たちから，

社会瑚Ir入居J ムッソリーニのファシズムの恭I色をIl!Iく。

ソフィア，プ力レスト，イスタンプールを経て

アテネと遍歴を続け 11月28日にカイロ，国王

ファード一世は，大学のためにアラビア語の苦

痛多数を送る。

スエズを通って12月帰国。カルカッタ市長の主

ntiで広汎な歓迎を受ける。
戯出 F純潔を誓った会.， .決~" .赤い爽竹

挑』

1927年一一66蹴

1月28，29，31日にジョラシャンコで「踊り干の

ヰL杓J を上演，シャンティニケ トンの女子学生

たちの相Jの舞踊上演。

3月，酉インドを旅行。 28日，バーラトプノレの

ヒンディ一文学会識の議長。

4月11fI ，シャンティエケトンに戻る。

5 -6月，アッサムの避J号地シロンに過す。小

説「三代記」を書きはじめる (3部作から成る

予定だったが一代の物持だけで中断， 1929年に

『不思議な時合』と改題して出版〉。

7月12日，カルカッタからマドラスを経て東南

アジアへ向かう(タゴール国際大学の理念を説

き，協力を仰ぐ講演旅行〉。

シンガポーノレ，マラシカ，クヲラルンプーノレ，

ペナンなど8月半ばまでマレー半島の多くの都

市で講演。

8月17日，スマトラ品，シンガポールに戻って



ポロプドールの遺跡にて

からジャワ島，ジャカルタを経てパリ品に2週

間j滞在。

パンドン，ジャカノレタを経て 9月30日ジャワ

を去る。

ペナンからパンコクヘo 10月8-14日多くの集

会に参加，ま，王妃とも会う。チュランコロー

ン大学で講演。ペナンを経て27日カルカッタに

mる。
詩集 Fおりおりの小詩〔レコン)'0

1928年一一67歳

1月，婦人団体協会創立の日，議長としてンヤ

ンティニケトンへ。

3月，文学者の会で，ベンガノレ文学における近

代性について講演。

4月，祈p設で講演。

5月12日，オックスフォード大学で連続講演に

招かれるが，マドラスまで来て病いに権ったた

め，アニ ・ベズントの容としてアディヤーノレで

休養後， 紛でスリランカへ。コロンポに滞在す

るが体の回復はかばかしくなく，イギリス行き

を断念して帰国。

1";友の哲学の姥威で，マイソール大学副会i'.>!主で
あったフ'ロジヱンドロナト ・シルのパンガロー

ノレの家で3週間過す。とこで小説「不思議な暗

合」を主jiき終えるとともに，もう つの小説
ろた

「最後の詩」 も完成。

7月，:....ャンティニケトンに帰る。 14日 r植

シャンティニケトンの植樹祭

L 
むも2

樹祭」が行われる。そのために五元素の象徴の

5つの詩を書く。次の日，スリニケトンでは

「耕作祭J(この2つの祭りは今も毎年位され，

近郷干カノレカッタから多くの観先容が訪れる〉。

8月， 日本からの帰途，ンノレヴァン ・レヴィが

訪れる。

12月17日，インド総1'1がシャンティニケトン見

学。

この年頃から，娯しみのために絵を描く。

1929年 68歳

1月27日，プランモ協会の 100年祭を記念して

国際的宗教大会を開始。

2月6日，スリニケトンの年祭の後，協同組合

大会で講演。

カナダの国民教手協会の3年毎の大会での講演

に招待され，ボンヘイを出帆， 3月22日門司を

経て， 24日神戸に上陸， 28日横浜から出帆。

4月6日，ピクトリア港若，夕方そこで講演，

10日間多くの講演をする (r荷悶哲学Jr進歩の

協力な精神Jなど)， 18 S，パンク ーパーからロ

サンぜノレスへ。多くの大学から講演招待を受け

るが，パスポートに関するトラプノレに嫌気がさ

してアメリカを去る。

5月10日，横浜着。日本女子大，日印i協会，津田

エルムハースト，渋沢夕食 らと共に(日本女子大にて)

塾τ 水戸で講談。その他さまざまの講演。大限

重信，渋沢栄一，ランピハリ ・ポシュと会う。

「有閑哲学Jの講演もする。

6月78.横浜でインド人たちの歓迎を受け，

8日に出発，サイゴン，マドラスを経てカノレカ

ッタに戻る。

8月，ンヤンティニケトンで「玉と王妃Jを大

幅に改作した散文出IJCトポテイj完成。柏樹祭，

耕作祭の2年目。

9月26，27， 29日， 10月 l日，ジョラシャ J コ

で「トポテイJ上演，タゴールも出演。

11月，日本から柔道の高垣伝造六段が来る。

詩集『モファ」

柔道を指導する南極信道(六段)

柔道の練習場となったホール

1930年 69歳

1月，北インドに赴きパローダで「芸術家とし

ての人間」を講演。

2月6日，スリニケトンの然，エノレムハースト

夫妻が来る。 10日，ベンガル知事，スタンレ←

.ジャクソン!とよってスリニケ卜ン協同組合fl

大会の発会式。

3月2日， li1i回来たせなかったオックスフォー

ヴィクトリアオカンポちと共に{パリ，ピガル商廊にて)

ド大学での誕百iのためイギリスに向かう。 26日

マノレセイユ着。モンテカノレロの近くに滞在，気

のlnlくままに絵をf曲く。

5月 2S，グィクトリア・オカンポのjllJjlJで，
パリのピガノレ画廊で絵岡 125i:¥の展覧会が聞か

れ，批評家たちから好評で迎えられた。 3日，



ラジオで放送包 10日，ロンドンのパーミ ンガム

協会の容と年¥19日から講Mはじまる(翌年
r人rm))宗教」として出版， ドロシー・エJレム
ハースト二作げられた〉。

6月4日，インディア ・ハウスでj品覧会。

ロンドンのいく つかのと ころで講社員。

7 jJll日，ベルリ ンでラジオを通じて演説。14

日 アインゾユタインと長時間JIiL-合う。16日
展覧会三 ドレスデン(17-19円)， ミュンヘン

(19 -~4 日〉で歓迎会， 縦覧会， フラ ンクフル

ト，マー PレプJレク，コプレンツで講償 (24-8 

月6日〉ョ

モスタヴーて

8月7日，デンマ クヘ。9日コベンハ」ゲンで

展覧会e

ジュネープでlカ月休養L-，ソゲィエ ト政府の

招]的でモスクヲへ向かう。 9月11日からモスク

ワに滞在。 12日作家協会主催の会，多くの知識

人10会う。 14日孤児院で1'1らの作持作曲、、ジョ

ノゴノそノ"(後のイン ド図歌〉を歌って聞かせ

る。17日暖覧会。さまざまの施設や協会を見学V

9月25日， ドイツヘ。ベルリンに数日滞在 L-，1O

ヘレン・ケラ と共に

月3日ハンプルクからアメリカへ。

1OJllO日 12月18日， アメ リカに滞在。 エュー

ヨーク，ポスiンなどで歓迎会，講演会，展覧

会。へレン ・ケラー， アインγ ュタインと会う。

12月18日アメリカを発ち，23日イギリスに戻る。

ロン ドンでは最初の円卓会議 (11月12日から〉

が!用かれていた。

1931年一一70歳

" ナ ド・ショウ
と共に

1月8日，パーナード・ ショ ウと会い，長い討

論をする。 ロンドンに1月半ばまで滞在し， 31 

日に帰国。

3月17，18， 19， 22日 2人だけの音楽劇 「新

Lきもの」 上演。 2月，3月に38の新Lい歌を

つくる。

5月B日，誕生日に演説。

5-6月，ダージリンに滞在。

9月16日，警官の発砲でヒ ジリ郡で2人の政治

犯死亡。カノレカ ッタでの抗義集会で激しい非難

の演説。

10月2日， ンヤンティニケ トンでガンジーの誕

生日 を祝う(ガンジ は第2回円卓会議でロン

ドン〉。

秋にベンカ勺レの綴工について論文。

12)125日， タウンホールで7日間にわたる生誕

70年祭。股覧会でタゴールの絵，インドで初公

開。27日歓迎会でロモノンド ・コ ッチ ョパッ F
エ編の TheGolden Book of Tagoreが捧げ

られる。多くの協会から挨拶。

詩集 F森のメツ セ ジム舞踊車Irm払いJ

1932年一一71歳

1月4日，何卓会議から帰国して1週IllJもしな

いうちにガンジー述摘さ札，プーナの刑務所に

送られる。その報せで誕生祝いの市を中止。イ

ギリス首相マク ドナルド宛に抗議の電報を打

つ。つづいて 1月26日戸明文を出すが出版検閲

で全文公表されず， 傷心の思いを「疑問」とい

う持に託した。

ヵ・ンジスf可畔のコロ ドホにf工み，自分の，また

{也の芸術家の絵に触発された詩を多く書く。の

ちにこの詩集をノ ンドラル ・ポシュの誕生日に

体げる。

3月22日，シャンテイ エケトンで春祭り。

4月11日，イラン国王パー レピーの招待で飛行

機で出発。13日プシャルで州知事らの歓迎。16

日詩人ハーフィーズの基に花と水を捧げる。ベ

ノレセポリ スを経てイスパハン029日テへランに

2週間滞在。王と会見し， nn興詩を贈る。多く
の会で講演， 16日テへランから国境を越えてパ

クダードへ。ファイサJレ王と会見，ベドウィン

のキャ ンプで1日過し，戦士の踊 りを見る。

6月3日，飛行機でカノレカ γタへ(これでタゴ

ールの世界選歴は終った〉。

カJレカッ タ大学のベンガJレ語教授職を引き受け

る。

8月7日， ただ一人の孫エティドロナトがドイ

ツで没。

9月初日，ガンジーがプーナの刑務所でイギリ

スの分割政策(コミュナノレ協定〉に反対して，

u死に至るまでの断食"を開始。24日夕ゴール

はプーナーに向かうが，イギリスが妥協案を示

したため，26日にガンジーは断食をと く。その

時獄中でガンジーの枕辺にタゴールは坐ってい

た。

詩集 r最後のオク ターグ」の制作はじまる。

12月，学長の誕生記念に議長をL-，ガンジーに

ついての小冊子を捧げる。

持卦~ Ir終守主.，戯曲 「時unの旅」。

1933年 72歳

l月18日，カノレカ ッタのセナート・ホールでの

ラムモホン・ライの没後 1∞年祭に加わり，ま

た英語で講演をする。

大学過I蛍資金を調達するために，教員や学生を

述れて，自作の舞踊劇で全インドを公演してま

わる。

3月7日，シャンテイエケトンで出IJr厄払いJ

の脚色をして，出演者たちをつれてカルカ ッタ

で上演。

英国を通して外国でインドに敵対する醜聞や悪

立伝が続いていると知らされる。

4月13日，シャンティ エケトンで，商洋にイン

ドの現状を知らせる情報センター設立の必要を

説き，自らはベンガル踏の専門熟語集に若手。

5-6月，ダージリンに滞在。ガンジ が再び

断食を始めたため，釈放する声明を出す。ガン

ジーはしばら く後釈放された。

7月2413，イギリスのベンガル分割についての

妥協案がベンカ勺レのとンド ゥー教徒に対しては



不当なものだとガンジーについて，またタゴ-

Jレに対してもj'(任の一端ありと批判の戸あが

る。

9月，ボンベイでタゴール週IUJ開催，つづいて

「カ-Fの王|卦」などの上演が行江われた。
12月，アン Fラ大学で辿続講演〔のちに『人!日JJ
と題して出版〕。

詩集 F多彩.1)， Ii':迫flIIJ，戯曲 VチョンダロカJ，

rカードの王凶J，・パンショリJ，小説 F二人姉

妹.，'1E闘』

1934年一一73歳

1月19日，ジャワノリレラール ・ネルーと夫人カ

マラがシャンティニケト ンを訪れ，タゴールは

これを歓待する。

1月15日に起ったピハール州の大地震につい

て，ガンジーがインドのカースト制に対する呪

いであるというJ-t1明を出した。これに対してタ

ゴールは科学的な紋拠を欠いたiII/近代的なもの

として反対戸明を出す。

4月3日，カルカッタlζ行く。 7日，インター

すショナノレ・リレイション・クラブにおいて講

演。

5月6日，カノレカシタよ日汽船でセイロンへ旅

行。滞在中に最後の小説 '4つの主主」を書きあ

げる。
うた

戯曲 rスラポン月の持a

1935年一一74歳

ラホールに行き，その地のヒンFゥー教徒，回
数徒， γ]ク教徒の相互の精神的な関係につい

て憂慮する。

7月21日，カノレカ ッタでディネンドロナト死亡

の報をうける。 ，

10月， 寺院での生き物の矯f告を支持したこ とに
対して保守ヒンドゥ一社会が不満をも らした。

11月30日，シャンティニケトンでのノパンノ祭

の当日，日本人詩人の野口米次郎(ヨネ・ノグ

チ〉が来紡。

12月，サンガ一夫人と産児制限に関して討議。

詩集 r最後のオクターブJ，・並木道』

「チァトランゴダJよ滅(ニュ デリー}

1936年 75成

1月28n，作家イエーツ，ブラウンらが学留に

来訪。

2JJ7A，カルカ ッタの新教育連盟 (N. E 

F. )においてJt4iiU。
3月16n，公泌の一行とともに北インドを旅

行。各地を経て25日にデリーを訪れる。

ガンジーと会見。公蹴脈行についての反対を受

けるが， 60，αJOJレピーの資金授助を得る。
デリーの市集会，詩人歓迎の準備をするが政府

の許可を受けられず。 30日，デリー ・ラジオに

おいて朗読。

4Jj2ß ，シャンティエケトンに~j}る。

7月15日，カJレカッタにおいて宗教的な分担lに
ついて市民ホールで講演する。 28日，ナショナ

ル・カウンシル ・オプ ・ゾピFレ・リバティーズ

.ユニオンの議長に就任。

9月 r平和と独立を求める国際婦人連盟」の

求めでメッセージを送る。 10日，ベンカ勺レ認の

綴り制定に待与。

10JJ 12日，企ベンガノレ婦人大会のオープエング

-スピーチを行なう。

11月， ネノレー来訪。

詩集 r木の1告の皿J，，シャモリ』

1937年 76提

録晩年を過した
シャンティニケトン
のシャモリ

1月27日，カルカッタ大学の創立記念日のため

に歌を作る。

2月7日，カノレカァタ大学の卒業式での講演を

ベンガノレmでする。式でのベンガJレ認の使用は
これが最初。

3月2日，ファシズムと戦争に反対する連盟委

n会の議長をつとめる。
3 月 3 日，ラーマクリシュナ l∞~f.~告の宗教協

会で講演。

4月14日，中凶学院のjJ!物が出来る。

4月末から 2カ月アーノレモラに滞在，近代科学

の入I'Hl " l~ i"1'::出入IU'JJをL!?く。
8月2日，断食ストライキを続けていたアンダ

マン必の政治犯への18待に抗議するカノレカッタ

での大衆:ul会で議長をつとめる。

9月10Fl，シャンティニケトンで突然意識を失

ない， 4即時IIHも昏睡状態が続く。
10月12日，治療のためカルカツタへ。

詩集 F田舎詳の絵』

1938年一一7'綾

1月，新教育辿盟大会で来訪した外国人教育関

係者がシャンティニケトンを訪れる。

1 JJ 16日，アンドルースによって，ヒンディー

学部の礎石を作る。

2月16日，ベンガル知'J>夫妻シャンティニケト
ンを訪れる。

3月22日，ガンジーと会い，ベンガノレの政治囚

たちの釈放に閲して話し合う。

5月7日，カリンポンから「誕生の詩」がラジ

オを過して流れる。

8月19日，ゴゴネンドロナトの卦報に按す。

詩人ヨネ・ノグチへの最後の主jト問。

画家徐怒鴻と共に

徐恕鴻のt前"たタゴ←ルの肖像画



12月9R. ロンドンでタゴ_.，レの絵同展。

詩集 f'tttn. U' g:."ス31主..品刺劇「解説の手だ
てJ

1939年一一7師匠

1月31日，ネノレーによ って ヒンディー学部開

校。

5月半ばから iカ月，モンフ・ーで過す。

B月， ネノレーがqq叫に旅立つliifにカノレカッタに
会いに来る。

9 -11月，再びモンプーに。全集の第I券が発刊

される。

12月211:1.中国jilij家徐必紛が来訪。
ろ.

詩集 rはずれ持，3， r~の灯..舞踏劇「シャマ」

1940年一一79続

2月，ガンジ一夫sシャンティニケトンを訪問，
これが2人の最後の出会い。

一
場
、
¥

鴨
川
ヘ

ガンジーに歓迎の曾Z誌を述べるタゴール

2月19日，ガンジーが去る際にピッショ・パロ

ティの武任を担うよう懇JYする。
4月5日，カノレカッタでアンドルース'没。シザ

ンテイエケトンで特別迫悼礼拝。

5月3fJ.次兄の長9Jスレンドロナト没。
5月8臼，世界の，そしてイン戸の政治的状態

についてアメリカ大統飢ノレーズベルトに書簡を

送る。

B月7日，オ γクスフォード大学から博士号を

綬与，シャンテイエケトンで授与式。最高裁長

官モリス ・グワイア罪P.ラーダクリシュナン博
士，カJレカッタ荷主真相IPJ"I=へンダーソンがオック

スフォードを代表して出席。

9月3日，雨期の祭にiJ後の出館。

9月17日，治療のためにカルカッタへ。医師た

ちの禁止にもかかわらず. 19日，カリンポンに

旅立つ。 26日，カリンポンで突然重態になり，

29日カノレカッタへI *:-J 2カ月病床につく。
11Jl29日，シャンティエケトンに戻る。口述で

刊2J寺をする。

録後の誕生日担"

詩集 r病床にて..'新生児...笛..小説 r三

人の仲間J.

1941'手一一80歳

1月24日，祈り訟で最後の講演。

2-3月 rおしゃ....:9 Jの物語と詩が作られ

る。

4月14s.ベンカ勺レl汗の新年の最後の講演「文

明の危機」。

病いがlliくな V.医師たちの注告で.7月25日，

カルカッタに移る。

7月30日，外科手術が施される。手術台に運ば

れるiiiJに政後の持を口述。

シャンティニケトJとの永iJ!の別れ

8)]7r1.午後1211拘0分に詩人は最後のE、をひ

きとる。平年80事??1.
詩集 F恢復..'111舎Jむ.誕生日に....絶筆』
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